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森
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は
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む
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め
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『
森
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
』

『
森
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
』

　
日
本
は
、
自
然
に
森
が
で
き
る

恵
ま
れ
た
国
。
植
え
た
後
、
手
入

れ
を
し
な
く
て
も
、
な
ん
と
な
く

森
に
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
そ
れ

は
暗
い
森
で
、
も
や
し
の
よ
う
な

樹
が
林
立
し
て
い
る
森
だ
け
れ

ど
も
。

　
そ
ん
な
、
と
か
く
目
的
や
目

標
が
見
失
わ
れ
が
ち
な
山
づ
く

り
に
、
保
残
木
マ
ー
ク
法
。
植
え

た
樹
が
六
十
歳
の
時
に
、
何
本

を
ど
の
よ
う
な
間
隔
で
残
す
か
。

地
位
指
数
や
相
対
幹
距
比
か
ら
間

隔
と
本
数
を
捉
え
、
残
す
樹
を
選

び
、
そ
の
成
長
を
阻
害
す
る
樹
を

伐
る
。
形
質
は
悪
い
け
れ
ど
残
す

樹
の
邪
魔
を
し
て
い
な
い
樹
は
伐

ら
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
。
フ
ァ

ジ
ー
な
部
分
も
こ
の
方
法
の
特
徴

で
す
。

　
鬱
蒼
と
し
た
二
十
七
歳
の
ヒ
ノ

キ
林
で
、
プ
ロ
ッ
ト
当
た
り
七
本

の
保
残
木
を
決
め
、
そ
の
支
障
木

の
伐
倒
。
上
層
に
点
在
す
る
よ
う

に
な
っ
た
梢
、
そ
の
梢
と
梢
の
空

間
か
ら
差
し
込
む
陽
。
見
違
え
る

よ
う
に
明
る
く
な
っ
た
林
分
。
暑

く
狭
い
林
分
で
、
か
か
り
木
の
処

理
な
ど
の
間
伐
作
業
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　
間
伐
と
い
う
処
方
。
そ
の
処
方

箋
の
一
つ
に
保
残
木
マ
ー
ク
法

を
、
伐
倒
の
実
践
技
術
に
か
か
り

木
の
処
理
を
プ
ラ
ス
し
て
。
今
回

の
講
座
が
、
皆
さ
ん
が
幾
重
に
も

積
み
重
ね
て
い
く
山
造
り
の
技

の
一
つ
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

事
務
局
の
挨
拶
の
あ
と
、

さ
っ
そ
く
島
﨑
先
生
の
講
義
。

林
業
や
森
林
の
現
況
に
つ
い

て
や
地
位
指
数
、
相
対
幹
距

比
、
林
分
形
状
比
の
説
明
。
釣

竿
を
を
使
っ
た
円
形
プ
ロ
ッ

ト
に
よ
る
調
査
方
法
か
ら

様
々
な
間
伐
法
の
講
義
を
受

け
る
。

99999
時時時時時
4040404040
分分分分分

　　　　　
日
程
説
明
、
班
分
け
。
休
憩

後
、
現
場
へ
向
か
う
準
備
を

す
る
。

1010101010
時時時時時

　
分
乗
し
て
、
伊
那
市
新
山
の

間
伐
現
場
へ
向
か
う
。

1010101010
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
各
班
毎
に
プ
ロ
ッ
ト
調
査
開

始
。
今
回
は
10
ｍ
×
10
ｍ
の

方
形
プ
ロ
ッ
ト
。
梢
を
見
通

す
こ
と
が
困
難
な
の
で
各
班

１
本
伐
倒
を
し
て
樹
高
を
測

る
。
年
輪
も
数
え
て
み
る
。
そ

の
場
で
デ
ー
タ
を
整
理
。

1212121212
時時時時時
1010101010
分分分分分

　　　　　
現
場
に
て
昼
食
。

1313131313
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
現
場
に
て
、
島
﨑
先
生
の
「
保

残
木
」
講
義
。
各
班
の
デ
ー
タ

を
平
均
し
て
み
る
と
、
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
2
0
0
0

本
・
林
齢
27
・
上
層
樹
高
15

ｍ
。
主
伐
を
60
年
生
時
と
す

る
と
、
上
層
樹
高
が
23
ｍ
と

予
測
で
き
る
の
で
、
そ
の
時

の
相
対
幹
距
比
を
17
％
に
設

定
す
る
と
…
プ
ロ
ッ
ト
内
で

は
7

本
を
保
残
木
と
し
て

マ
ー
ク
す
る
。
こ
の
保
残
木

の
成
長
に
支
障
が
あ
る
木
を

伐
倒
す
る
。

1313131313
時時時時時
5050505050
分分分分分

　
各
班
、
形
質
の
よ
い
保
残
木
を

マ
ー
キ
ン
グ
。

1414141414
時時時時時
1515151515
分分分分分

　　　　　
伐
倒
開
始
。
密
度
の
高
い
ヒ

沈み込んでゆく…

受け口方向　確認！

ヤスリの大きさ、目立ての角度

ゆっくりと、丁寧に
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ノ
キ
林
。
か
か
り
木
の
処
理

に
、
ひ
と
工
夫
。

1515151515
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
現
場
終
了
。
お
疲
れ
様
で
し

た
。

1616161616
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
小
屋
着
後
、
暑
気
払
い
準
備
。

酒
類
や
一
品
料
理
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
差
し
入
れ
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1818181818
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
暑
気
払
い
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に

ビ
ー
ル
。
酢
の
物
と
日
本
酒
。

く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
。
そ
し
て
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
調
べ
と
と
も

に
夜
は
更
け
て
い
く
の
で
し

た
。

1616161616
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　　　　　
島
崎
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

先
生
の
挨
拶
、
日
程
説
明
な

ど
。

99999
時時時時時
55555
分分分分分

　
分
乗
し
て
現
場
へ
向
か
う
。

99999
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
着
後
、
機
材
を
準
備
し
て
、
早

速
、
伐
倒
開
始
。
昨
日
よ
り
各

班
の
距
離
が
近
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
伐
倒
は
よ
り
慎
重

に
。
チ
ル
ホ
ー
ル
や
ロ
ー
プ
、

フ
ェ
リ
ン
グ
レ
バ
ー
を
使
っ

た
伐
倒
を
休
憩
を
挟
み
な
が

ら
。
こ
の
間
、
島
﨑
先
生
が
刈

払
機
で
、
林
縁
の
下
草
を

刈
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

1212121212
時時時時時

　
今
日
も
現
場
で
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
伐
倒
再
開
。
途
中
、
イ
ン
ト
ラ

藤
原
が
「
ス
ガ
レ
」
の
巣
を
踏

み
抜
き
、
手
と
足
を
刺
さ
れ

る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
。

1414141414
時時時時時
1010101010
分分分分分

　　　　　
伐
倒
を
終
了
し
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
。
今
回
は
主
に
目
立
て
。

こ
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
は
、

4
ミ
リ
の
丸
ヤ
ス
リ
。
上
刃

目
立
て
角
度
は
30
度
。

1515151515
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
機
材
を
片
付
け
て
、
小
屋
へ
。

1616161616
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
島
﨑
先
生
総
括
。
鬱
蒼
と
し
て

い
た
林
分
が
、
間
伐
で
見
違

え
る
よ
う
に
明
る
く
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

1616161616
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
終
了
、
解
散
。

参
加
者
／
遠
藤
さ
ん
、
熊
木
さ

ん
、
栗
栖
さ
ん
、
小
林
さ
ん
、

下
﨑
さ
ん
夫
妻
、
中
神
さ
ん
、

松
岡
さ
ん
、
角
田
さ
ん
、
太
田

さ
ん
、
長
坂
さ
ん

講
師
／
島
﨑
先
生
、
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
川
島
、

後
藤
、
藤
原
、

坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

     

88888
月月月月月
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）
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）
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日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
ぎ
ゅ
っ

と
、
ぎ
っ
し
り
三
日
間
の
集
中

コ
ー
ス
で
す
。
測
樹
な
ど
の
調
査

か
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
た

伐
木
造
材
や
簡
単
な
集
材
を
行

い
ま
す
。
七
名
の
方
が
参
加
予
定

で
す
。

第
九
第
九
第
九
第
九
第
九
・・・・・
十
回
　

十
回
　

十
回
　

十
回
　

十
回
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・・・・・
2727272727
日日日日日
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金
（
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（
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（
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・・・・・
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伐
出

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
伐
っ
て
出
し
。
伐
る
は
間
伐
。

出
す
は
…
ウ
ィ
ン
チ
で
、
林
内
作

業
車
で
、
材
を
寄
せ
、
集
め
、
運

ぶ
。
　
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の

傾け！傾け！！

ロープ準備完了、追い口伐ります

ロープは、籠差しで

山
小
屋
に
集
合
。
マ
イ
装
備
・
マ

イ
道
具
、
ご
持
参
下
さ
い
。

　
な
お
27
日
（
土
）
は
、
鳩
吹
公

園
で
「
ま
ほ
ら
伊
那 

地
球
元
気

村
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
一
番
下
の
駐
車
場

を
ご
利
用
願
い
ま
す
。

第
十
一
回

第
十
一
回

第
十
一
回

第
十
一
回

第
十
一
回

　　　　　
99999
月月月月月
1616161616
日日日日日
（
金
）

（
金
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（
金
）

（
金
）

（
金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

見
学
見
学
見
学
見
学
見
学

　
丸
太
は
、
そ
の
後
、
ど
こ
へ
い

く
の
か
・
・
・
県
森
連
の
木
材
市

場
や
建
具
店
さ
ん
の
見
学
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

 

8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
で
す
。

第
十
二
回

第
十
二
回

第
十
二
回

第
十
二
回

第
十
二
回
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月月月月月
1717171717
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）     

枝
打
ち

枝
打
ち

枝
打
ち

枝
打
ち

枝
打
ち

　
特
別
講
師
の
保
科
先
生
に
よ

る
枝
打
ち
。
自
作
の
ぶ
り
縄
で

木
登
り
し
、
枝
を
打
つ
。

 

8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
で
す
。

　
専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催
報
告

『
雨
の
日
に
は
ア
イ
を
つ
く
っ
て
』

『
雨
の
日
に
は
ア
イ
を
つ
く
っ
て
』

『
雨
の
日
に
は
ア
イ
を
つ
く
っ
て
』

『
雨
の
日
に
は
ア
イ
を
つ
く
っ
て
』

『
雨
の
日
に
は
ア
イ
を
つ
く
っ
て
』

　
次
々
と
発
生
す
る
低
気
圧
。
歪

な
曲
線
を
描
く
梅
雨
前
線
。
長
野

県
北
部
や
中
部
で
は
大
雨
警
報

が
発
令
さ
れ
る
中
、
開
催
初
日
を

迎
え
た
専
門
コ
ー
ス
第
二
回
目
。

伊
那
で
も
初
日
の
午
前
中
と
二

日
目
は
雨
と
な
り
ま
し
た
。
ロ
ー

プ
で
、
ワ
イ
ヤ
ー
で
、
雨
の
日
に

は
ア
イ
を
つ
く
っ
て
。
晴
れ
た
日

に
は
伐
倒
を
し
て
。

　
ア
イ
加
工
に
は
、
籠
差
し
と
巻

差
し
が
あ
り
ま
す
が
、
ロ
ー
プ
は

籠
差
し
で
、
ワ
イ
ヤ
ー
は
両
方

や
っ
て
み
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
ま

ず
口
差
し
が
肝
心
で
す
。
巻
差
し

は
加
工
が
比
較
的
簡
単
で
す
が
、

垂
直
荷
重
が
か
か
る
と
縒
り
が

戻
る
方
向
に
回
転
し
て
加
工
部

分
が
抜
け
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
ロ
ー
プ
は
籠
差
し
に
、
ワ
イ

ヤ
ー
は
用
途
に
よ
っ
て
使
い
分

け
ま
す
。

　
伐
倒
で
は
、
小
屋
近
く
の
旧

日
影
区
有
林
の
傾
斜
林
分
に
て
、

根
元
の
直
径
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

バ
ー
よ
り
も
太
い
ア
カ
マ
ツ
に

挑
戦
。
特
に
追
い
口
は
、
伐
り
方

と
退
避
路
を
熟
慮
し
て
。

　
天
候
と
と
も
に
あ
る
山
仕
事
。

そ
ん
な
三
日
間
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。
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バーの長さの倍までは…

傾斜の上からの造材

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
二
回
開
催

　　　　　
66666
月月月月月
3030303030
日日日日日
（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

　
　
　
〜

　
　
　
〜

　
　
　
〜
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77777
月月月月月
22222
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

一
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

　
あ
い
に
く
の
雨
な
の
で
、
ワ

イ
ヤ
ー
の
ア
イ
加
工
と
な
る
。

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
早
川
講
師
か
ら
、
ワ
イ
ヤ
ー

の
構
造
や
ア
イ
加
工
の
要
領
、

口
差
し
の
説
明
を
受
け
る
。

88888
時時時時時
5555555555
分分分分分

　　　　　
口
差
し
を
や
っ
て
み
て
、
さ

ら
に
心
線
を
本
線
へ
挿
入
。

99999
時時時時時
2525252525
分分分分分

　　　　　
早
川
講
師
か
ら
、
巻
差
し
・
籠

差
し
の
説
明
を
受
け
る
。
ど

ち
ら
も
口
差
し
は
共
通
で
す
。

99999
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
巻
差
し
の
加
工
。
口
差
し
を

し
な
い
フ
レ
ミ
ッ
シ
ュ
加
工

も
や
っ
て
み
ま
し
た
。

1212121212
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
昼
食
。
雨
は
止
ん
で
い
る
。

1313131313
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
い
ざ
、
現
場

へ
。
伐
倒
開

始
。

1616161616
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
小
屋
へ
戻

り
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
調

整
、
ス
タ
ー

タ
ロ
ー
プ
交

換
。

1717171717
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
終
了
、
解
散
。

二
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

昨
日
よ
り
も
激
し
い
雨
。

88888
時時時時時
3535353535
分分分分分

　
ま
ず
は
ロ
ー
プ
の
ア
イ
加
工
。

続
い
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
の
籠
差

し
。
黙
々
と
何
回
も
…
。

1212121212
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
昼
食
。

1313131313
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
井
伊
さ
ん
は
籠
差
し
を
、
田
村

さ
ん
は
口
差
し
を
、
繰
り
返

し
練
習
。

1616161616
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
掃
除
を
し
て
終
了
、
解
散
。

三
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

今
日
は
晴
れ
。
し
か
し
、
ア
イ

加
工
の
習
得
を
目
指
す
二
人

は
…
。
も
う
少
し
ア
イ
加
工
。

1010101010
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
伐
倒
開
始
。
根
元
の
直
径
が
太

い
ア
カ
マ
ツ
の
伐
倒
に
挑
戦
。

特
に
追
い
口
伐
り
位
置
と
退

避
路
の
確
保
を
熟
慮
し
て
。

1212121212
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
昼
食
。
田
村
料
理
長
の
煮
込
み

う
ど
ん
を
頂
き
ま
し
た
。
ご

ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。

1313131313
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
伐
倒
再
開
。
等
高
線
方
向
へ
の

伐
倒
に
も
挑
戦
。
枝
払
い
と

玉
切
り
に
は
十
分
注
意
で
す
。

1616161616
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
終
了
、
解
散
。

参
加
者
／
井
伊
さ
ん
、
田
村
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
坂
野

や
ま
や
ま
や
ま
や
ま
や
ま
・・・・・
も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

「「「「「
「「「「「
間間間間間
伐伐伐伐伐
ににににに
関関関関関
すすすすす
るるるるる
デデデデデ
ーーーーー

タ
」
タ
」
タ
」
タ
」
タ
」

　
〜
平
成
十
六
年
度
　
森

　
〜
平
成
十
六
年
度
　
森

　
〜
平
成
十
六
年
度
　
森

　
〜
平
成
十
六
年
度
　
森

　
〜
平
成
十
六
年
度
　
森

林林林林林
・・・・・
林
業
白
書
よ
り
〜

林
業
白
書
よ
り
〜

林
業
白
書
よ
り
〜

林
業
白
書
よ
り
〜

林
業
白
書
よ
り
〜

　
四
月
に
林
野
庁
か
ら
「
平
成

十
六
年
度
　
森
林
・
林
業
白
書
」

が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

中
の
参
考
付
表
は
日
本
の
林
業

の
現
状
を
よ
く
伝
え
る
数
字
が

並
ん
で
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
一

冊
購
入
し
て
じ
っ
く
り
目
を
通

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
そ

の
中
で
間
伐
に
関
す
る
デ
ー
タ

を
抜
き
出
し
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

①
人
工
林
の
齢
級
別
面
積

　
齢
級
と
は
、
植
栽
か
ら
五
年
ま

で
を
一
齢
級
、
六
〜
十
年
を
二
齢

級
、
十
一
〜
十
五
年
を
三
齢
級
な

ど
と
五
年
ご
と
に
括
っ
た
も
の

で
、
少
な
く
と
も
十
齢
級(

五
十

年)

程
度
ま
で
は
間
伐
の
必
要
が

あ
り
ま
す
。
間
伐
の
開
始
は
五
齢

級
く
ら
い
か
ら
と
考
え
る
と
、
日

本
の
人
工
林
一
千
万
ha
の
う
ち
、

八
百
万
ha
弱
が
間
伐
必
要
林
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
間
伐
の

間
隔
は
十
年
程
度
で
す
の
で
、
一

年
間
に
八
十
万
ha
づ
つ
こ
な
し

て
い
け
ば
間
に
合
う
勘
定
で
す
。

②
間
伐
面
積

　
実
際
の
間
伐
実
績
は
二
十
万

〜
三
十
万
ha
く
ら
い
で
す
。
特
に

平
成
十
二
年
か
ら
百
五
十
万
ha

の
民
有
林
を
対
象
に
、
緊
急
間
伐

五
ヵ
年
対
策
が
実
施
さ
れ
、
何
と

か
三
十
万
ha
を
ク
リ
ア
で
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
が
現
状
の
精
一
杯

か
。

③
間
伐
材
の
利
用

　
一
ha
を
間
伐
す
れ

ば
、
最
低
三
十
〜
四
十

立
方
メ
ー
ト
ル
の
間
伐

材
が
出
る
は
ず
で
す

が
、
恐
ら
く
利
用
さ
れ

て
い
る
間
伐
材
は
十
〜

二
十
％
程
度
の
よ
う
で

す
。

 

い
く
ら
思
い
出
そ
う
と
し
て

も
、 

何
時
の
季
節
だ
っ
た
の
か
思

い
出
せ
な
い
。
当
時
、
私
は
広
島

に
住
ん
で
い
た
。
ニ
ャ
ン
コ
（
友

人
の
愛
称
）
と
東
急
ハ
ン
ズ
を
歩

い
て
い
た
時
の
事
だ
っ
た
。
何
を

買
う
と
い
う
事
も
な
く
、
ブ
ラ
ブ

ラ
し
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
私
が

足
を
止
め
て
見
て
い
た
物
を
、
怪

訝
な
表
情
で
見
上
げ
た
ニ
ャ
ン

コ
は
「
そ
ん
な
も
の
・
・
・
ど
う

す
る
の
？
」
と
、
聞
い
た
。
私
は

し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
な
り
な
が
ら
、

「
林
道
ツ
ー
リ
ン
グ
の
時
に
・
・
・

倒
木
が
あ
っ
た
り
し
た
ら
・
・
・
」

等
と
訳
の
判
ら
な
い
返
事
を
し

て
い
た
。
私
よ
り
十
歳
年
下
の

ニ
ャ
ン
コ
は
、
こ
う
し
た
時
に
突

然
母
親
に
変
身
す
る
の
で
あ
る
。

値
段
・
使
用
頻
度
・
大
き
さ
を
瞬

時
に
計
算
し
た
の
か
、
訳
の
判
ら

な
い
子
供
に
言
い
含
め
る
よ
う

に
こ
う
言
っ
た
。「
そ
ん
な
大
き

な
斧
を
積
ん
で
何
処
に
行
く

の
？
　
今
ま
で
使
う
事
あ
っ

た
？
　
無
か
っ
た
の
な
ら
必
要

リリリリリレレレレレーーーーー通通通通通信信信信信
バイクと白衣とチェーンソーバイクと白衣とチェーンソーバイクと白衣とチェーンソーバイクと白衣とチェーンソーバイクと白衣とチェーンソー
                栗栖　かお梨

②　間伐面積　（単位：千ｈａ）②　間伐面積　（単位：千ｈａ）②　間伐面積　（単位：千ｈａ）②　間伐面積　（単位：千ｈａ）

年度年度年度年度 2222 7777 11111111 12121212 13131313 14141414 15151515

面積面積面積面積 277277277277 215215215215 237237237237 304304304304 302302302302 314314314314 312312312312

③　間伐材の利用　（単位：万ｍ3）③　間伐材の利用　（単位：万ｍ3）③　間伐材の利用　（単位：万ｍ3）③　間伐材の利用　（単位：万ｍ3）

年度年度年度年度 2222 7777 11111111 12121212 13131313 14141414 15151515

材積材積材積材積 234234234234 183183183183 212212212212 274274274274 277277277277 279279279279 283283283283

①　人工林の齢級別面積　（平成13年　単位：千ｈａ）①　人工林の齢級別面積　（平成13年　単位：千ｈａ）①　人工林の齢級別面積　（平成13年　単位：千ｈａ）①　人工林の齢級別面積　（平成13年　単位：千ｈａ）

齢級齢級齢級齢級 1111 2222 3333 4444 5555 6666 7777 8888 9999 10101010 11111111 12～12～12～12～

面積面積面積面積 131131131131 226226226226 350350350350 589589589589 874874874874 1149114911491149 1599159915991599 1677167716771677 1522152215221522 946946946946 353353353353 904904904904



平成１7年度(2005)第 4 号 7 月27 日(4)森　林　塾　通　信

投稿大歓迎。ご意見、ご質問、
ご要望、事務局まで。

TEL　0265-70-7065
FAX　0265-70-7994

E-mail:
sh-sakano@koanet.co.jp
ki-hayakawa@koanet.co.jp
携帯:090-4463-0062（開催日）
URL http://www.koanet.co.jp

◆
お
知
ら
せ
◆

◆
お
知
ら
せ
◆

◆
お
知
ら
せ
◆

◆
お
知
ら
せ
◆

◆
お
知
ら
せ
◆

　　
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
の
十
年
を
、
世

に
も
奇
特
な
人
々
の
、
ま
っ
す
ぐ

で
熱
い
想
い
を
中
心
に
ま
と
め

た
書
籍
が
発
刊
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お

問
合
せ
願
い
ま
す
。

「
お
ー
い
、

山
へ
行
こ
う
よ

　
　   

Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
十
年
」

　　
発
行
所
　
伊
那
毎
日
新
聞
社

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　0265-72-4101

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　0265-77-1950

　
定
価
　
　1,800

円

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　　
一
年
中
で
最
も
暑
い
日
の
「
大

暑
」
の
頃
と
な
り
ま
し
た
。
梅
雨

も
あ
け
た
模
様
、
だ
そ
う
で
、
こ

れ
か
ら
「
秋
立
つ
」
ま
で
の
夏
の

土
用
の
時
季
は
、
酷
暑
と
な
り
そ

う
で
す
。

　
皆
様
、
体
調
を
崩
さ
れ
ま
せ
ん

よ
う
、
ご
自
愛
下
さ
い
。

　

　
七
夕
の
夜
、
天
の
川
は
見
え
る

だ
ろ
う
か
？
と
外
に
出
て
み
る

と
、
ち
ょ
う
ど
雲
が
切
れ
、
天
の

川
だ
け
が
く
っ
き
り
と
見
え
ま

し
た
。
び
っ
く
り
す
る
程
た
く
さ

ん
の
星
が
輝
き
、
ど
れ
が
ひ
こ
星

で
ど
れ
が
お
り
姫
な
の
か
判
ら

な
い
く
ら
い
で
し
た
。
寝
転
ん
で

天
の
川
を
眺
め
る
と
い
う
極
上

の
幸
福
を
味
わ
う
事
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
綺
麗
な
空
気
を

作
っ
て
く
れ
る
植
物
の
お
か
げ

な
ん
だ
な
〜
と
、
そ
ん
な
こ
と
を

し
み
じ
み
考
え
な
が
ら
、
星
を
眺

め
た
今
年
の
七
夕
で
し
た
。

　
あ
じ
さ
い
達
も
、
も
う
盛
り
を

過
ぎ
、
夏
の
山
に
は
今
ゆ
り
科
の

「
ぎ
ぼ
う
し
」
が
咲
き
始
め
る
頃

で
す
ね
。
私
は
こ
の
花
が
と
て
も

好
き
で
す
。
細
い
茎
の
先
に
薄
紫

の
花
を
つ
け
、
木
陰
に
ひ
っ
そ
り

咲
い
て
い
る
姿
は
は
か
な
げ
で

す
。
ど
ん
な
植
物
も
そ
う
で
す

が
、
そ
の
花
た
ち
の
咲
く
限
ら
れ

た
季
節
に
、
色
や
香
り
、
形
に
工

夫
を
こ
ら
し
誰
に
誉
め
ら
れ
る

た
め
で
も
な
く
咲
い
て
い
る
姿

を
見
る
と
胸
が
つ
ま
り
ま
す
。
こ

う
い
う
気
持
ち
は
こ
ち
ら
側
か

ら
の
も
の
で
、
花
た
ち
に
は
そ
ん

な
つ
も
り
は
な
い
ん
で
し
ょ
う

が
。

　
で
も
も
し
か
す
る
と
、
言
葉
や

音
を
発
し
な
い
だ
け
で
、
本
当
は

植
物
に
も
心
や
意
思
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
っ
て
、
私
は
思
う

の
で
す
が
み
な
さ
ん
は
ど
う
思

い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　[

鳶]

な
い
か
ら
行
く
よ
」
と
。
私
は
一

段
高
い
所
に
飾
っ
て
あ
る
か
な

り
の
大
き
さ
の
斧
に
気
を
取
ら

れ
、
足
を
止
め
て
い
た
の
だ
。

　
中
国
山
地
の
ほ
ぼ
中
央
（
瀬
戸

内
海
に
も
日
本
海
に
も
四
時
間

前
後
か
か
る
）
で
育
っ
た
私
は
、

山
や
木
が
周
り
に
あ
る
の
が
、
当

然
と
い
っ
た
子
供
時
代
だ
っ
た
。

学
校
に
通
う
往
復
八
km
の
道
程

は
ト
ラ
イ
ア
ル
選
手
で
も
、
国
内

上
位
ラ
ン
ク
で
な
い
と
ク
リ
ア

出
来
な
い
よ
う
な
山
道
だ
っ
た
。

上
級
生
か
ら
語
り
伝
え
ら
れ
た
、

様
々
な
宝
物
・
・
・
、
そ
れ
は
、

山
百
合
で
あ
っ
た
り
蕨
の
採
れ

る
場
所
で
あ
っ
た
り
、
あ
け
び
や

桑
の
実
で
あ
っ
た
り
。
そ
し
て
、

新
緑
・
紅
葉
で
有
名
な
国
定
公

園
の
中
を
通
学
し
て
い
る
と
、
何

故
だ
か
周
り
の
樹
に
名
札
が
つ

い
て
い
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

今
に
な
っ
て
思
え
ば
、
あ
れ
は
何

の
為
だ
っ
た
の
か
、
通
学
の
子
供

の
教
育
に
し
て
は
手
間
が
掛
か

り
過
ぎ
て
い
た
し
・
・
・
。
観
光

客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
だ
っ

た
の
か
（
そ
れ
に
し
て
は
お
粗
末

な
サ
ー
ビ
ス
と
い
う

か
・
・
・
？
　
未
だ

何
だ
っ
た
の
か
不

明
）
そ
う
い
う
物
を
、

何
と
な
く
見
な
が
ら

育
っ
た
子
供
時
代

だ
っ
た
。

　
二
年
前
、
伊
那
に

越
し
て
来
た
。
そ
の

前
に
「
森
林
塾
通
信
」

に
前
々
出
の
遠
藤
さ

ん
が
茅
野
に
越
し
て
来
て
お
ら

れ
た
。
昨
夏
、
遠
藤
さ
ん
が
薪
を

作
る
為
、
伊
那
に
来
ら
れ
た
の
で

つ
い
て
行
っ
て
み
た
。
あ
の
、
小

型
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
見
せ
て

貰
っ
た
時
か
ら
、
実
は
使
っ
て
み

た
く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
子
供
の
頃
か
ら
身
近
に

あ
っ
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
だ
っ
た

が
、
父
に
は
触
ら
せ
て
貰
っ
た
事

が
な
か
っ
た
。
実
際
、
あ
の

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
見
た
ら
、
父
が

使
っ
て
い
た
物
よ
り
随
分
小
さ

く
思
え
た
し
、
私
で
も
使
え
そ
う

な
気
が
し
た
の
で
あ
る
。
多
分
、

遠
藤
さ
ん
の
横
で
私
は
ず
っ
と

（
う
ち
の
猫
が
来
客
に
美
味
し
い

物
を
ね
だ
る
の
と
、
多
分
同
じ
顔

で
。
う
ち
の
猫
は
か
な
り
押
し
が

強
い
。
こ
ん
な
処
ま
で
私
に
似
た

の
か
？
）、「
何
時
、
使
わ
せ
て
や

る
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
の
？
」
と

い
う
顔
を
し
て
い
た
に
違
い
な

い
。
内
心
、「
森
林
塾
に
参
加
し

た
だ
け
で
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
近

く
で
見
た
事
も
な
い
遠
藤
さ
ん

が
使
え
る
ん
だ
か
ら
・
・
・
、
き
っ

と
私
に
も
使
え
る
に
違
い
な
い
」

と
思
い
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
判
り

易
い
性
格
の
私
だ
し
、
私
の
迫
力

に
圧
倒
さ
れ
た
の
か
、
つ
い
に

言
っ
て
貰
え
た
時
に
・
・
・
思
わ

ず
頷
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
そ
し
て
、
怖
々
使
っ
た
の
だ

が
面
白
か
っ
た
の
で
あ
る
。
林
業

に
従
事
し
て
い
る
方
か
ら
す
る

と
、
実
は
噴
飯
物
な
の
だ
ろ
う

が
、
楽
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
あ

の
大
き
な
樹
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

で
切
っ
て
ゆ
く
の
は
、
実
は
ス
ト

レ
ス
の
解
消
に
な
っ
た
り
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
も
と
バ
イ

ク
乗
り
で
、
エ
ン
ジ
ン
が
つ
い
た

物
に
は
ど
う
も
惹
か
れ
る
よ
う

に
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
出
来
て
い
る
ら
し

い
。
こ
れ
で
、
立
ち
木
を
倒
せ
た

ら
・
・
・
ど
ん
な
気
分
な
ん
だ
ろ

う
？
　
そ
ん
な
思
い
が
よ
ぎ
っ

た
。
こ
の
経
験
が
、
迷
わ
ず
森
林

塾
に
参
加
を
決
め
さ
せ
た
。「
実

家
の
山
を
し
な
く
て
は
・
・
・
。」

「
実
家
で
薪
が
必
要
だ
し
・
・
・
。」

な
ん
て
の
は
も
っ
と
も
ら
し
く

後
か
ら
付
け
た
理
由
で
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
に
魅
せ
ら
れ
た
、
と
言
う

の
が
正
し
い
。
き
っ
と
、『
エ
ン

ジ
ン
』
と
『
切
れ
物
』
が
好
き
な

の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
気
付
い
た
時

に
、
ニ
ャ
ン
コ
と
の
会
話
を
思
い

出
し
た
の
で
あ
る
。「
今
度
は

ニ
ャ
ン
コ
も
、
き
っ
と
購
入
を
許

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
な
。」
等
と

思
っ
た
り
も
す
る
。
し
か
し
、
実

際
に
参
加
し
た
森
林
塾
は
、
日
頃

の
運
動
不
足
が
た
た
っ
て
か
、
体

力
的
に
は
か
な
り
き
つ
か
っ
た
。

こ
ん
な
仕
事
を
毎
日
こ
な
し
て
、

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　
七
月
に
入
っ
て
か
ら
、
あ
ま
り

天
候
が
安
定
せ
ず
、
じ
め
じ
め
と

蒸
し
暑
か
っ
た
り
、
夜
は
窓
を
開

け
て
い
る
と
、
肌
寒
い
日
も
有
っ

た
り
し
て
、
布
団
を
蹴
飛
ば
し
て

寝
て
い
る
と
、
お
腹
が
冷
え
て
し

ま
い
そ
う
で
す
ね
。
も
う
そ
ろ
そ

ろ
梅
雨
は
明
け
る
で
し
ょ
う

か
？
こ
の
森
林
塾
通
信
が
お
手

元
に
届
く
頃
に
は
夏
本
番
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

父
は
私
達
家
族
を
養
っ
て
来
た

の
か
と
思
っ
た
ら
、
不
覚
に
も
涙

が
出
て
し
ま
っ
た
。

　
先
月
、
看
護
学
校
時
代
の
友
人

か
ら
、
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

「
か
お
梨
、
ど
う
し
よ
っ
と
？
　

な
ん
で
長
野
に
お
る
と
ね
？
」

と
、
関
西
訛
り
の
九
州
弁
で
話
し

始
め
た
彼
女
は
、
次
に
こ
う
言
っ

た
。「
か
お
梨
、
今
で
も
昔
み
た

い
に
き
れ
い
に
化
粧
し
と
る
と

ね
？
」
と
。
そ
の
ま
ま
何
処
の
店

の
ホ
ス
テ
ス
で
も
勤
ま
る
く
ら

い
派
手
な
化
粧
の
私
し
か
知
ら

な
い
彼
女
が
、
こ
の
夏
、
信
州
に

遊
び
に
来
る
と
い
う
。
白
衣
よ
り

作
業
着
と
地
下
足
袋
の
方
が
似

合
う
よ

う

に

な
っ
た

私
を
見

て
、彼
女

が
ど
う

言
う
か

楽
し
み

で
あ
る
。


